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論文内容要旨
目的
 本邦における女性の乳癌罹患率は近年急速に増加しており,検診による早期発見の重要性が増
 大してきている。平成12年3月に厚生省(当時)に50歳以上の女性に対する隔年のMMG併
 用乳癌検診を推奨する勧告が出され,今後MMG併用乳癌検診が増加することが予想される。
 本研究では市販されているCADを用い,本邦でのMMG併用検診におけるその有用性を検討
 することを目的とする。
 対象と方法
 1.CADを集団検診に用いた場合の影響に関する研究
 対象は平成12年2月から10月に宮城県対がん協会においてMMG併用乳癌検診を受けた50
 歳以上の女性,2231例。使用したMMGはMedio-1ateralobliqueview(以下MLO)1方向
 である。検診は一施設同時併用方式で行われ,後日宮城県対がん協会検診センターにて行われた
 再読影時にCADを用い,CAD参照前後の要精検率,癌発見率の比較を行った。CADとして
 工mageCheckerM1000sys七emを用いた。CAD参照後の読影医の診断結果を再読影の最終診
 断とし,要精検となった所見に対するCADの検出率を求めた。
 ∬.既知乳癌に対するCADの病変検出能に関するretrospectiveな研究
 対象は平成11年4月1日から平成13年3月31日の期間に宮城県対がん協会においてMMG
 併用検乳癌診を受診し,乳癌が発見された50歳以上の全女性88例(検診発見乳癌),および同
 時期に同施設でMMG併用乳癌検診を受診し,その際には要精検とならず,その後,次回の検
 診受診前に臨床的に乳癌が発見された7例(中間期乳癌)。この論文では両者を併せて既知乳癌
 と称する。使用したMMGは検診時に撮影されたMLO1方向である。
 検診時MMGを読影医2名の合意の下にretrospectiveに再読影した。その後,CADを用い
 て検診MMGの解析を行った。この解析結果と読影医の読影結果とを比較し,既知乳癌に対す
 るCADの検出能を検討した。また,非石灰化病変についてはCAD検出の有無で2群に分け,
 そのMMG上の特徴を検討した。
結果
 1.CADを集団検診に用いた場合の影響に関する研究
 CAD参照前後で要精検症例は52例有所見65個から59症例有所見72個に増加し,要精検率
 は2.3%から2.6%に増加した。精検により6症例で癌(腫瘤4個,石灰化2個)が発見された
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 が,CADは全てを検出していた。CAD参照後に新たに要精検となったのは7症例有所見7個
 (腫瘤3個,石灰化4個)であったが,これらに乳癌は認められなかった。
 最終的に要精検と判断された所見に対するCADの検出率は石灰化が95.0%(19/20個),非
 石灰化病変(腫瘤+その他の所見)が28.8%(15/52個)であった。CADによる偽陽性マーク
 数は石灰化0.13個/film,非石灰化病変0.25個/filmであった。
 ll.既知乳癌に対するCADの病変検出能に関するretrospectiveな研究
 ①検診発見乳癌
 MMG上,83/88症例でretrospectiveに癌病変の同定が可能であった。MMG上の所見とし
 ては腫瘤39個,その他の所見19個,石灰化39個の計97個の所見が認められた。CADの検出
 率は石灰化100%(19/19個),非石灰化病変(腫瘤+その他)79.3%(46/58個)であった。非石
 灰化病変のCADの検出能には腫瘤(92.3%,36/39個)とその他の所見(52.6%,10/19個)とで
 大きな差が認められた。検診発見乳癌に対するCADの検出率は86.4%(76/88例)であった。
 MMG上の大きさがCADの非石灰化病変を検出するアルゴリズムの範囲内(6-32mm)であっ
 た非石灰化病変52/58個のうち,CADは86.5%(45個)を検出した。検出された非石灰化病変
 内部のフィルム濃度は検出されなかったものより有意に高濃度であった。背景乳腺の構造や病変
 の位置,形状,spiculaの有無によるCADの検出への有意な影響は認められなかった。
 ②中間期乳癌
 MMG上,6/7症例でretrospectiveに癌病変が同定できた。これら癌病変のMMG上の所見
 は腫瘤4個,focalasymmetricdensity〔以下FAD)1個,石灰化1個であったが,検診時の
 読影ではこれらは全て指摘されていなかった。CADはこのうちの腫瘤3個と石灰化1個を検出
 した。
結論
 CADを実際の検診現場に用いたことによる要精検率の大幅な増加は認められなかった。今回
 用いたCADでは石灰化や悪性を強く示唆する腫瘤の検出率は非常に良好であるが,カテゴリー
 3の腫瘤やFADといった左右乳腺の比較なしには指摘が困難な病変の検出能が劣ること,また,
 distortionに関してはアルゴリズム上ほぼ検出できないことが示された。ある程度の能力を持っ
 た読影医がsecondreaderとしてCADを的確に用いることにより,経験豊富な読影能力の高い
 読影医と同等の乳癌検出率が得られる可能性が示された。
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 審査結果の要旨
 現在,マンモグラフィを用いた乳癌検診における乳癌発見率の向上,読影医の負担軽減,費用
 対効果の向上を目的として,マンモグラフィ専用のcomputer-aideddetection(CAD)system
 装置に関する多くの研究が行われ,報告がなされている。マンモグラフィ検診の歴史の長い欧米
 においては検診に対するCADの影響やその有用性に関する研究も多く行われている。我が国で
 は近年の乳癌の増加に伴い検診の重要性が説かれ,マンモグラフィ併用検診の増加が予想されて
 いる。しかし,まだその歴史は浅く,読影医の不足や負担増加が言われており,検診における
 CADへの期待が高まっている。本研究は市販されているマンモグラフィ専用のCADを用い,
 我が国でのマンモグラフィ併用乳癌検診におけるその有用性を検討した,本邦最初のものである。
 欧米での報告により,CADは乳癌病変を比較的良好に検出し,特に乳癌に伴う微細石灰化の
 検出に優れていること,また,検診にCADを用いることにより乳癌の発見率が上昇することな
 どが認知されている。しかし,欧米での検診の多くは2方向のマンモグラフィを使用するもので
 あり,我が国のようなmedio-la七eraloblique1方向のマンモグラフィのみを用いる検診につい
 ての報告は殆ど見られない。また,日本人女性を対象としてCADを用いた研究もマンモグラフィ
 とUSを併用する施設検診に用いた報告があるのみであった。本研究では宮城県対がん協会で行
 われた2000例を越す実際のマンモグラフィ併用検診の再読影に市販されているCADを用い,
 その影響を検討し,加えて,検診発見乳癌,中間期乳癌を対象としてCADの検出率や所見毎の
 CADの検出に関する詳細な検討も行われている。その結果,我が国におけるマンモグラフィ併
 用検診で発見された乳癌をCADが良好に検出すること,なかでも石灰化に対する検出率は読影
 能力の高い読影医に匹敵すること,また,CADを実際の検診に用いても要精検率の大きな増加
 は認められないことが示された。
 本論文は学位論文としての形式に則っており,また,予備審査にて指摘された事柄に対しても
 よく検討が行われ,再考,訂正がなされている。本研究は我が国におけるマンモグラフィを併用
 した集団乳癌検診に対してCADを用い,その有用性を検討した我が国では最初の論文であり,
 今後のCAD研究における基礎となるものであり,十分学位に値するものと思われる。
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